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手を携えて環境保全を

千葉県環境部環境調整課長 勝山  信

明けましておめでとうございます。今年も皆

様にとって幸多い年でありますよう、お祈 り申

し上げます。

さて、今日の環境問題は自動車の排気ガスに

よる大気汚染、家庭雑排水による河川の汚れ、

電気 ・ガスの使用による地球温暖化など、私た

ちの豊かな生活に起因するものが多 くなってい

ます。特定の工場の公害防止と異なり、県民の

みなさん一人ひとりが自らの生活と環境との関

わりを深 く考えて行動しなければならない時代
となっています。このため県では、皆様にはな

じみ深い県民環境講座、エコマインド養成講座、

環境アドバイザー派遣事業などをはじめとした

環境学習を積極的に進めております。

幸い本県では、環境ボランティア活動が盛ん

で、皆様のように各地域でこつこつと 「Think

g16bally,act locally(地球規模で考え、行動は足下

から)」を実行されておられる方がたくさんいら

つしゃいます。もちろん、グループごとに考え

方が違うでしょうが、地球のことを′心配してい

る点では同じはずです。また、環境問題は、複

雑な要因が絡み合っていることが多 く、一面か

らの考えでは解決できないことが多いのも事実

です。

したがって、これからは、グループ同士の情

報交換、連携は言うまでもなく、県、市町村と

いった行政とも連携を取 り合って、共に考え、

行動していくことがこれまで以上に必要となっ

てくると思います。信頼と協調によって、考え

る力 も行動力 も格段

に強くなるはずです。

この美 しい地球、

日本、房総を後世に

ヲ|き継げるよう知恵

と力をみんなで出し

合いましょう。
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環境パー トナーシップちば

横 山 清 美

千葉市中央区中央港1111
(財)千葉県環境財団環境学習推進室内
043-246-2180

043-246-6969

。21世 紀の子どもたちに未来を

代表 横山 清美

2000年 あけましておめでとう
ございます。
21世 紀を目前にして、 20世

紀の山積みされた問題解決に向
かって、世界は動き出していま

す。いま持続可能な社会に向かって行動しなけ
れば、子どもたちへ未来をつなぐことはできま
せん。日本もやっと容器包装リサイクル法や家
電リサイクル法の実施によって循環型社会に本
気で向かうことになります。市民としてどれだ

け取り組めるかの真価も問われてきます。
環境パー トナーシップちばとしても、具体的
な活動としてグリーンコンシューマーを育てる
ことを重視 してきました。県 ・市町村の行政に
向けても、グリーン購入ネットワークヘの加入
と取 り組みを勧めてきました。これからも皆様
とわかりやすいことで、市民参加の輪を広げた
いと考えています。
市民 ・行政 ・企業のパー トナーシップで作 り
上げてきた環境シンポジウム千葉会議も5回 目
を終え、次回に向けつなげる機運が参加者、実
行委員、事務局と高まってきています。具体的
には準備会プロジェクトを作って検討すること
が決まりました。これからも環境パー トナーシ
ップちば活動の大きな柱とするため、皆様の意
見をお寄せ下さい。

昨年 12月 には、環境パートナーシップちばの

代表として、「千葉県地球温暖化防止計画策定検
討委員会」委員として委嘱を受け参加していま
す。
これは当会が 3年 の千葉県の環境団体のネッ
トワークとしての活動が認められた結果として、
評価できることだと思っています。地域におい
てもこれから市民の意見が求められるチャンス
も多 くなります。発言と共に具体的な活動を展
開していくためにも、ネットワークを縦横に張
り巡らせて下さい。子どもたちの未来のために
「地球規模で考え、地域で行動を」を皆様と共に
今年も実践していきましょう。
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「千葉県地球温暖化防止計画策定検討委員会」に参加して

「千葉県地球温暖化防止計画Jは 、千葉県における削減の

目標を定め、温暖化対策の推進を図るため策定するものです。

二酸化炭素及びメタン亜酸化窒素等のいわゆる京都議定書に

定める6種類の温室効果ガスを対象に2000年度～2010年度

にかけて、各種削減対策実施により見込まれる2010年度の

対策実施後の排出量をを求め、 1990年 度排出量に対する削

減率として目標設定します。計画案は富士総合研究所に調査

委託し、県民 ・事業者 ・行政の意見を反映させるため、学識

経験者及び産業界 ・県民 ・行政の代表者による計画策定検討

委員会にて検討し 「千葉県地球環境問題連絡会議地球温暖化

防止部会」の場を通じ、庁内の関係部局課との調整を図りま

す。予定として 1999年度内に計画案を策定し、環境審議会

へ諮問 ・答申を得て決定、 2000年度春には策定公表の目標

で、 12月 1日から検言寸が始まりました。

メンバーは以下の通りです。

山地 憲治

大橋 照枝

倉坂 秀史

岩田 圭一

佐藤 邦昭

田島  玄

高久  正

布川 清純

渡辺志げ子

横山 清美

東京大学大学院教授 (先端エネルギーエ学)

麗澤大学教授 (広告情報論)

千葉大学助教授 (環境経済学)

東京電力千葉支店環境担当部長

川崎製鉄千葉 環境 ・エネルギー部長

住友化学工業千葉工場副工場長

千葉県商工会議所連合会専務理事

千葉県 トラック協会専務理事

消費者団体千葉県連絡会代表幹事

環境パー トナーシップちば代表

代表 横山 清美

○対象ガス、削減目標、目標期間等の基本フレーム

3 千葉県における温室効果ガス排出の現状と将来

○温室効果ガス排出量 ・排出構造の現状

○温室効果ガス排出量の将来予測

4 温室効果ガスの削減方針と目標

○削減方針 (C02・C02以外のガス)

○削減目標

5 削減対策

○千葉県の地球温暖化防止対策の体系

○計画を推進するために講じる措置
・計画推進の体制
。環境学習 ・教育の推進

・計画推進のためのフォローアップ手法等

6 参考資料

○計画の検討経緯

○温室効果ガス排出量の算定資料

○地球温暖化問題や対策技術に関する情報

1回 目の検討委員会の中で、千葉県の現状の報告があり全国

の二酸化炭素排出量は 1990年 度で 30,670万 t、 1996年 度は

33,680万 tであ り、千葉県の全国に占める割合は、 1990年

度で 6.5%、  1996年 度 6.4%程 度 とのことでした。また、

県民一人あたりの排出量を国民一人あたりの排出量と比較す

ると、 1990年 度で 1.44倍 、 1996年 度で 138倍 ほど多 く

なっています。これは、県内に基礎資材型の製造業等のエネ

ルギー多消費型産業が集積 していることが原因と考えられる

という報告でした。将来推計や削減方針 ・目標について、又

対策については委員からいろいろと意見が出され、次回1月

28日に意見を入れた検討案が提案されることとなりました。

そしてこの計画策定プロセスを公開し意見を聞くことが、市

民参加につながるのではという発言に対しては、事務局も用

意するとのうれしいお返事をいただきました。会員の皆様の

意見が反映されるようこれからも努力いたしますので、どう

ぞ皆様もご協力下さい。

ットと忌憚ない話し合いがされました。

☆エコプロダクツ 1999(12/10～ 12)

地球と私のためのエコスタイルフェアが東京ビックサ

イトで初めて開催され、環境パー トナーシップちばは、

NGOコ ーナーのグリーンコンシューマー関東ネットの一

員として 7名 が参加しました。

250社 から、消しゴムから車までありとあらゆる製品

が並び、エコプロダクツ (環境調和型製品)の 紹介合戦

に4万 7千 人が集まりました。「グリーンコンシューマ

―になる買物ガイ

ド」の売行 き.もよ

く、いよいよ全国

規模のグリーン商

品活動が大 きく動

き出したことを実

感しました。

計画構成案が以下のように提案されています

1 計画策定の背景

○地球温暖化問題の概要

○地球温暖化問題に関する国際的動向 ・我が国の対応

○千葉県の地球温暖化問題に関する認識

2 計画の基本的考え方

○地球温暖化対策に千葉県が取り組む基本理念 ・方針

エコライフを求めて

事業部長 大西 優子

☆環境学習フェスティバル (10/23～ 24)
パネル展示とエコ

チェックで参加しま

した。

対面アンケー トは、

実施している自分ヘ

の啓発にもなるもの

でした。

「マイバックを持

つて買物へ」を皆さんにお願いしました。

☆流通小売業との懇談会 (11/29)

スーパー ・コンビニ ・生協 5社 の環境対策の現状と今

後の取り組みについて、グリーンコンシューマー全国ネ
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草笛をつくろう

ちば環境情報センター イヽ西 由希子

皆さん、草笛の音色って聴いたことがあります

か ?

河川の水質浄化や自然を守っていこうという気持

ちは、身近な谷津田や水辺への関わりから自然に芽

生えてくるものと思います。夏の川遊びのように、

寒い季節でもできる水辺への関わりの一つとして、

ちば環境情報センターでは、今年も草笛作 りをおこ

ないます。

12月 11日 (土)、準備のためのヨシ刈 りを印藩沼

中央排水路でおこないました。冬枯れの景色の中、

真っ青に澄み渡った空に真っ直ぐのびるヨシの様子

は、なかなか趣のあるものです。冬とは思えない暖

かい一日、 11人 の参加者は太くて長～いヨシを刈 り

取 りました。刈 り取った後、みんなで長さと太さ比

べをしましたが、高いものではなんと435 cm(昨 年

は485 cm)、太さは 17.2 mmもありました。葉鞘をは

がし、陰干しするとヨシ笛の材料のでき上がりです。

昼食後、佐倉市民の森で中級指導員の山口由富子

さんを囲み、楽 しいネイチャーゲームをしました。

リスやカケスのように、隠した ドングリをみんなで

探す 「ごちそうはどこだ」、そして、すてきな冬景色

を枯れ枝の額におさめる 「森の美術館」。大人も子ど

もも素直になって自分を表現する楽しみを味わいま

した。残された ドングリからやがて森ができていく

という、山口さんのお話がとても印象的でした。

待望のヨシ笛作 りは次の日程でおこないます。ヨ

シ刈りに行けなかった方もふるってご参加ください。

日 時 :1月 30日 (日) 10:00～ 12:00

場 所 :ちば環境情報センター事務所

参加費 :500円

申込み :電話 ・FAX043-223-7807

子どもを巻きこんだ活動を !

(社)松戸青年会議所 松村 義彦

(社)松戸青年会議所では、環境問題に対して 1992

年エコロジー委員会が創設され、会員内同士の啓蒙

運動や松戸市民へその重要性を断続的に訴えてきま

した。

その一つの共通な話題としては、全国に名を広め

た坂川の汚染問題でした。東京都の飲料水をまかな

っている金町浄水場は、江戸川から取水しています。

このすぐ近くで坂川は江戸川に流入していて、急激

な住宅開発による東京都の近隣の湖や河川と同じく、

下水道施設の遅れをもろに受け生活雑廃水の垂れ流

しとなり、大きな問題となりました。

このように、環境問題は一地域の問題ではなく、

多 くの人に対 して影響を与えてしまうことを、一つ

の事例として見てきたわけです。そのため行政だけ

でなく、多 くの人たちの協力を必要とする問題解決

を探る必要に迫られているのは、どこの都市や町で

も同じであると考えました。

しかし、自分たちのやっている活動がいかなる効

果を生んでいるか検証 しづらい事もあり、地道な運

動にも異論を唱える人も少なくなかったのも事実で

した。坂川清掃から始まり、松戸市内の各河川愛護

団体との交流を温め、同時にイベント開催を協力し

合うこともありました。

これからの切 り口としては、今までの運動は大人

中心の考えでしたが、コミュニティニの輪を広め家

族の参加を促 し、共通の問題として認識をしてもら

い、一緒になって解決することの重要性を子供達に

も考えてもらえる運動を予定しています。このこと

は、将来、環境問題に対 して興味を持ち体験 した子

供達が、新 しい発想のもとで解決してくれることを

期待すると共に、社会的なバックアップが今後とも

求められるのではないかと考えているからです。

連絡先 :松戸市六実 4-1-2

TEL:047-387-2920
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を環境の

習志野市の自然と向き合い考える

ならしの自然探検ネット 荒木  勉

私たちの 「ならしの自然探検ネット」は失われつ

つある習志野市の自然を正面から見据え、その中で

自然の素晴らしさを肌で体感し、その素晴らしさを

次の世代に引き継ぐために活動しているグループで

す。活動は平成 6年度より開始し、具体的な活動と

しては 「自然観察会」を合計で30回近く開催し、そ
の結果を小冊子に残し一般に紹介しています。

自然観察会には、動植物の専門家が参加するため

目に付くものの名前がどんどん教えてもらえると参

加者には大好評です。少なくなったとはいえ房総丘

陵の一角に手つかずの自然が残っているところもあ

り、参加者と一体になってそこを残すためにどうす
ればよいかを考えています。

主な開催地は市内の名所である 「谷津干潟」「ハミ
ングロード」「森林公園」「菊田川」はもちろんのこ

と、自衛隊の駐屯地や隣の市との市境や埋立地まで

探検の対象にしています。さらに、最近では “はみ

出し探検"と 称して近隣の市町村にまで足を延ばし
ています。つい先日も 「日本で一番遅い紅葉を愛で

る」と称して養老渓谷を散策して来ました。

多くの場所を歩いてみると緑が豊かに残っている

ように見える場所でも開発の危険に晒され、かろう
じて残っているところが多く、その残された自然を

守ることの大切さが身にしみる今日この頃です。

今後共、情報を得るだけでなく、自然を記録し守
ることで自然に恩返しをしようと考えています。

住所 :習志野市東習志野5-31-10

TEL:047-479-2608 外山 晴一

一団体会員の活動
気づき、そして、行動へ

TEA― NET 鵜 沢  広 行

TEA―NETと 聞いて、皆さんはどんな会だと思われ

ますか。お茶を飲みながら、談笑する会では? そ

うですね、半分は当たっています。

私たちTEA―NET(明 日の環境研究会)は 千葉県環

境部に在籍中または在籍したことのある県庁職員を

中心とする自主研究グループです。

環境問題解決のための環境学習のもつ可能性に惹

かれ、自ら参加体験型の環境学習プログラムを体験

し、協働する楽しさのもと環境学習を学んでいます。

これまでに、県内の自然を自ら体験しようと、三

番瀬見学会、手賀沼一周ウォーク、梅ケ瀬渓谷ハイ

キングなどを実施する一方、県における環境学習の

展開方策や持続可能な社会構築のための市民参加を

テーマに研究したり、県庁職員を対象に研修会を企

画実施してきました。

また、今は 「そば作り」に挑戦しています。

今後とも、「千葉県環境教育研究会」(県内の教職

員を中心とした自主組織)や 「環境パートナーシッ

プちば」と密接な連携をとって活動していきたいの

でどうぞよろしくお願いします。

連絡先 千葉市中央区青葉町955-2

中央博物館内  小川かほる

TEL043-265-3167
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請し自然に興味を持ち、平成 イ
6年 には八木ヶ谷市民の森に東屋を造 り憩えるよう、2
1人 で行政に働きかけた。翌年に会が発足、市民の森 ′

ヽ ると手重川の中流域に突き当たる。川が大きく蛇行し    
に30数 種類 800本 の野二

ヽ ている内狽1の河川敷に沿って、広い国有地が民有の休    
が壊され植物が盗掘され:

る。その周辺に森から絞れ    難
から野草を守れる場所

l さヽな池を造っている。      
園内に野草園が設置でき

'
は、行政と所有者の了解を     

会は、船橋周辺に散在

、ビオトープ池づくり等に    
察会、自然を保つ上での基本となる河川 ・湧水 ・緑の 場
保存状況を長期的に調査し、緻密なデーターを基に原 く

ゝが飛び交う豊かな流域の復
%元を目指している。二重川
、は改修工事が10年後に完

ノ～アンデルセン公園～サザ
ノ ンカの家～水神森湧水)を、

1:導 [[言:I議
事管菅

輝かしぃ2000年の幕開けを我ら会員と共に祝いま

しよう。 《おめでとうございます》当会も3回 目の

甲1空Tk>ζ9雷辱含笹ヽ
9璧呑inl■rlで1庁(

また、高山さんの特技を生

かして、写真パネル展も開

催し、広 く市民に環境の保

護 ・保全 を呼びかけてい

る。

4-11-8

高山 清孝

TEL:0474-

48-1860

%

す。期待したいと思いまり。

ところで、 9号 でお知らせ した身近な活動で中学

生の秋田 ・上山 。谷口さんと私

たち仲間数人で、その後 2回 ゴ

ミ拾いをしました。タバコの吸

い殻の多さに、メンバーの一人

はお父さんをか りだし実態を見

せて反省を促す行動をしました。

とても勇気ある親子関係を皆様

にお知 らせ します。あせらずゆ

つくりと今年はできる事から実

ょう。

新年を迎えました。今年 も皆様

と楽しく活動を展開しましょう。

年末に、 (社)日本建設機械工

業会のセミナーに参加 して興銀

の藤井氏 。太平洋セメントの諸

井氏の講演を聴 きました。自他

共に環境に悪印象の建設関連を

始め大所高所から各企業の生 き
・

残 りのキーワー ドは 『環境』 と

指摘されました。急速に各企業も真摯に温暖化リサ

イクル等対応を、待った無 しで実行 しているようで

行 (行動)し まし
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(環境パートナーシップちば〉
入会申込書 (該当するところを○で囲んで下さい)

会の趣旨に賛同じ(個人、団体、賛助会員として)
会費を添えて入会します

氏 名 入 会 月 日

住 所
一Ｔ

T E L F A X

申込 み 先 TEL 043-246-2180  FAX 043-246-6969

年 会 費 個人1,000円  団体2,000円  賛助会員5,000円

会費納入先 郵便振替口座 001609401872 環境パートナーシップちば

====編 集 後 記 ≡ 萎 ≡ ≡

アスフアルトの下に敷く材料として利用

される骨材と透水性ブロックを、焼却灰か

ら生産する設備の実用化に、4月 から船橋

市は全国で初めて取り組んでいた。

焼却灰に含まれる微量のダイオキシン

も、 1500℃ で焼き固めることで飛ばされ

厚生省の安全基準もクリアしている。船橋

市環境公社は市価より安 くブロックを68

円、骨材を 1ト ン2,500円 で販売し順調

に再利用されている。

最終処分場が無い他の市も、ゴミの再資

源化に積極的に取 り組んで欲しいものだ。

広報部長 縣 和子

だよりは、再生紙を使用しています。

環境保全|こ向けた行動きノ

この 「環境パートナーシップちばJ




